
2024 年 4⽉ 1⽇

＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞
●活動場所 ︓self-A・CPF上⽥

●実施⽇程

●実施した利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施の概要

●参加利⽤者  ︓27名(男性11・⼥性16) ︓事前に参加希望を募る

＜⽬的＞
●利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施のねらい

︓メイクアップする事での⾃⼰肯定感と⾃信につなげる。

●利⽤者にとってのメリット

 ︓普段の作業とは違い、楽しみながら美意識と清潔感を学べる。

＜成果＞
●実施した結果

●得られた成果

  ︓⾝だしなみ(第1印象)の重要さ。(今後の就活や⾯接での活⽤など)

●課題点 

●連携した結果に対する意⾒または評価

●今後の連携強化に向けた課題

︓1⽉29⽇，30⽇

就労継続⽀援Ａ型事業所における利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施状況報告書

事業所名 self-A・CPF上⽥ 事業所番号 2010301063

住 所 ⻑野県上⽥市天神1-8-1上⽥駅前1Ｆ-2 管理者名 河南芳明

電話番号 0268-71-5559 対象年度 2023年度

利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施概要

利⽤者からの意⾒・評価

●参加した利⽤者からの意⾒・評価
︓T.Tさん 「コンプレックスと向き合い少し元気が欲しい時に良いツールだと思った。また講師の⽅が『無理をしてでも落ち着ける時間を作る』という⾔葉がと
ても印象的でした。ただ私は20年間坊主頭を続けている無頓着者。」
︓T.Sさん 「今までの洗顔の仕⽅が間違っていたようで⽬から鱗だった。メイクをする事で表情も明るくなり、⾃然と笑顔になる事を学んだ。」

︓社会⼈なり外⾒(顔、容姿)を勉強する場が少ない事。メイクを通して⾃分の顔
が好きになり、⾃信がついて、⼈にも優しくなる。

 :国内外で活躍しているメイクアップアーティストから直接の講座を
受けた事により、普段の⽣活でできる事の発⾒。

連携先の企業や事業所等の意⾒または評価

 ︓障がい者福祉事業所での講座は初めてだったが、利⽤者さんが真剣に取り組んでいる姿と笑顔が印象的だった。
今回の講座が少しでも⾃信につながってほしい。

連携先企業（担当者） 丹⽻晴美⽒・島崎悠⾥⽒・⼟屋光司⽒

様式２



2024 年 4⽉ 1⽇

＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞
●活動場所 ︓上⽥⾼砂殿(上⽥市天神2-2-2)

●実施⽇程

●実施した利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施の概要

●参加利⽤者  ︓５名(男性3・⼥性2) (知的2・精神3)

(事前に参加希望者を募る)

＜⽬的＞
●利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施のねらい

︓就労移⾏意識の向上と障がい者枠求⼈(企業)の情報収集

●利⽤者にとってのメリット

︓企業担当者から業務内容の具体的な説明と就労意欲の向上

＜成果＞
●実施した結果

●ある企業の業務内容

●得られた成果

︓採⽤担当者から説明を受けた事での就労意欲(意識づけ)につながった

●課題点  ︓各企業によって合理的配慮の説明にバラツキがあった

●連携した結果に対する意⾒または評価

︓法定雇⽤率の改正もあり上⽥市の企業(事業所)30社多業種の参加、今後も継続して定期的な開催してもらいたい。

●今後の連携強化に向けた課題

︓障がい者雇⽤の拡充と定着

 【障害者就職相談会】

︓10⽉11⽇(⽔)13︓30〜15:30

就労継続⽀援Ａ型事業所における利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施状況報告書

事業所名 self-A・CPF上⽥ 事業所番号 2010301063

住 所 ⻑野県上⽥市天神1-8-1上⽥駅前1Ｆ-2 管理者名 河南芳明

電話番号 0268-71-5559 対象年度 2023年度

利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施概要

●参加した利⽤者からの意⾒・評価
︓Y.Iさん 「事務職の企業全ての説明を受け、今後は少しずつ体⼒をつけて⽬指したい」
︓T.Sさん 「⼀般就労に対して消極的だったが、配慮してもらいながらであれば再チャレンジしたい」

︓企業や事業所の担当者から直接業務内容の説明を受け、求められる⼈材
     などの情報収集

:参加企業が30社あり利⽤者の希望業種の説明を受けられた

連携先の企業や事業所等の意⾒または評価

連携先企業（担当者） 上⽥公共職業安定所(専⾨援助部⾨)    上⼩圏域障害者就業・⽣活⽀援センター

利⽤者からの意⾒・評価

様式２


